
平成27年度広島県赤十字有功会総会　開催
　平成27年7月14日（火）､ 平成27年度広島
県赤十字有功会総会が広島市中区のANAクラ
ウンプラザホテル広島にて、有功会会員、来
賓等関係者62名の出席により盛大に開催され
ました。
　総会では、平成26年度中に日本赤十字社広
島県支部へ高額社資を寄付された方々に対す
る表彰伝達が行われ、藤田雄山支部長から個
人９名、法人11社に金色有功章等が伝達され
ました。
　表彰に引き続き「平成26年度事業・決算報
告」、「平成27年度事業計画・予算」の議題に
ついて審議を行い、原案どおり全会一致で承
認されました。
　総会の議事に続き講演会が行われ、広島赤
十字・原爆病院内分泌・代謝内科部長の中西
修平先生から「動脈硬化を防ぐ３つの秘訣」
をテーマに会員の健康維持の一助となるお話
しをいただきました。
　総会終了後に行われた懇親会では、なごや
かな雰囲気のもと会員相互の交流が行われ、今後の有功会の発展について会員相互の意見交換が
積極的に行われました。

角廣勲会長　挨拶

総会風景

表彰伝達式（松電産業株式会社様） 中西修平先生による講演
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平成27年度全国赤十字大会開催

優しいこころを育てたい　−心の参観日に参加−

　5月13日、東京都の明治神宮会館において全
国赤十字大会が開催され、広島県から31名、内、
有功会から４名が参加しました。
　この大会は、赤十字事業の発展にご尽力いた
だいた功労者へ有功章を贈ることとし、皇后陛
下から個人、団体の代表13人へ有功章が授与さ
れました。

　有功会が支援している青少年赤十字事業の一環として
平成27年7月15日（水）、広島市立山田小学校「心の参観
日」に参加しました。
　講演では、災害に備え小学生にできることや優しいこ
ころで行動することの大切さを話し、児童は皆真剣に耳
を傾けていました。

　近年、「自分が亡くなった後、これまで築いた財産の一部を赤十字に寄付したい」といった
ご相談や、大切な方を亡くされたご遺族から、「個人の遺産を社会のために役立ててほしい」
という尊いお申し出が増えています。
　ご寄付をされる方は、ご自身や個人の意思を社会のために役立てることを目的に、安心でき
る方法で信用できる団体に寄付をしたいと思われています。
　日本赤十字社は、このような尊いご意思に応えるために遺言によるご寄付（遺贈）、相続財
産のご寄付を承っておりますので、ご関心をお持ちの方は、日本赤十字社広島県支部までご相
談ください。

日本赤十字社広島県支部 　組織振興課
広島市中区千田町2-5-64　082-545-5011

故人のご意思や
あなたの思いがかたちになります

あなたの「救いたい」思いを赤十字に



　平成27年6月29日・30日の２日間にわたり、県内の赤十字施設の救護班要員・災害対策本部要
員のスキルアップを目的とした「救護班要員研修会」を開催しました。
　基礎的な研修はもとより、総合実技では、昨年の大雨土砂災害を想定し、トリアージエリア・
救護所などを設置して、傷病者の迅速な医療救護、各エリア間の正確な情報伝達等、より実践的
な訓練を実施しました。
　今後も、災害時の幅広い対応力を身につけるため、日々研修を重ねていきます。

　現在、日本赤十字社では、これまで災害発生後に重きが置かれていた「救護」事業を、平時か
ら備えることによる減災（災害時に被害を最小限に抑える）も「救護」事業の一環として、県民
の皆様に減災セミナーを開催し、災害を知る・備える取組みを実施しております。
　まだ企業さまからのお声はなかなかかからない状況ですが、ご依頼があれば広島県支部職員が
伺いますので、是非、赤十字をご活用ください。

災害に備える赤十字の活動
赤十字の減災❶　　赤十字職員の災害対応力の強化に向けて

赤十字の減災❷　　皆様の防災・減災力の向上に向けて

扌【基礎行動】敬礼

【救護資器材】ドラッシュテント設営 ➡

扌【総合実技１】傷病者対応（救護所）

➡【総合実技２】トリアージ

扌【災害と減災】講義の様子

【応急手当等】リラクゼーション➡



●平成27年８月発行　  ●発行者：広島県赤十字有功会
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「寄付金付き自販機」の設置にご協力くださる企業・団体の
皆さまを募集しております。
寄付金付き自動販売機とは、飲料水の売り上げの一部（割合は
設置者様にご指定いただけます。）が寄付金になる自動販売機
のことです。
●現在設置してある自動販売機を寄付金付自動販売機に変更することもできます。
●設置場所は、店頭、打ち合わせスペース、社員食堂、休憩所などに設置いただけます。
●設置者様も利用される方も、気軽に社会貢献活動ができます。
●自動販売機の設置・管理・売上金の回収・赤十字への振込などすべて業者に対応して

いただきます。

平成27年度新規設置業者様紹介
設置にご協力いただきありがとうございました。（順不同　敬称略）

●医療法人牛尾内科医院　　●株式会社ヒューマンネット　　
●三建設備工業株式会社中国支店　　●株式会社カルフート　
●メリィハウス西風新都　　●株式会社大林組広島支店 山陽病院建設現場　　●有限会社共栄商事

「赤十字寄付金付き自動販売機」設置のお願い

活動資金の募集状況は平成13年度の約４億５千万円をピークとして年々減少傾向にあります。
その後、平成26年度には３億３千万円となり、ピーク時と比較して約25％の減収です。
この状況が推移しますと、日本赤十字社広島県支部の活動が難しくなることが予想されます。
有功会会員皆様の活動資金のご支援が必要です。今後ともよろしくお願いします。

活動資金の募集状況の年度別推移について


